
1.データヘルス計画策定・実施に係る体制について

Q1. 次期データヘルス計画の策定を担当する貴広域連合の①職種別の職員数（実人数。常勤・非常勤を問わない）と、

②主担当者の職種（該当するものに〇）を教えてください。

また、①のうち、③現行計画の策定に携わった職員数を教えてください。

※回答時点で担当職員が未定の場合は、こちらに○→ ⇒Q2へ

①次期計画の担当職員

その他（ ）

※合計人数が実際の職員数（実人数）と相違ないかご確認ください

Q2. 次期計画の策定に係る会議体の構成（予定も含む）について教えてください。（複数回答）

1 広域連合の職員のみ

2 構成市町村職員

3 都道府県・保健所職員

4 国保連合会職員

5 医師会等の保健医療関係団体の委員

6 保健事業支援・評価委員会の委員

7 学識経験者等外部有識者

8 被保険者

9 民間事業者

10 その他

11 会議体を設置しない

Q3. 次期データヘルス計画の策定について、下図のⅰ～ⅶの委託の範囲（予定含む）

を教えてください。（複数回答）

1 全て委託する　　⇒Q3-1へ

2 一部委託する　　　  ⇒ ≪一部委託の範囲≫

3 委託の予定なし ⅰ 現状の整理

4 未定 ⅱ 健康課題の抽出

「3」「4」はQ4へ ⅲ 評価指標・目標の設定

ⅳ 事業評価、事業見直し・検討

ⅴ 会議体の運営

ⅵ 原稿作成

ⅶ 印刷（デザイン含む）

ⅷ その他

【Q3で、「1.全て委託する」あるいは「2.一部委託する」を選択した広域連合にお伺いします】
Q3-1 事業者に委託する理由を教えてください。（複数回答）

1 専門的な知識・ノウハウ等の支援を受けるため

2 広域連合の人材不足を補うため

3 業務の効率化を図るため

4 その他

事務職員

保健師

「データヘルス計画及び高齢者保健事業に関するアンケート調査」

次期計画

②主担当（○） ③現行計画の策定に携わった

職員

次期計画

次期計画

Q3-1へ

看護師

合計（自動計算） 0 0

ⅰ現状の整理 ⅱ健康課題の抽出 ⅲ評価指標・目標の設定 ⅶ印刷

ⅴ会議体の運営

ⅳ事業評価、事業見直し・検討 ⅵ原稿作成

令和４年９月28日

第１回 高齢者保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の

手引きに係るワーキンググループ

参考資料３
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【すべての広域連合にお伺いします】
Q4. 現行のデータヘルス計画の実施にあたり、次の①～⑥の関係機関等との連携が十分に図られていると

考えていますか。

ⅰ）連携が十分に図られているか、　また、

ⅱ）不十分とお考えの場合にはどのような連携が不足しているのか、お答えください。

ⅰ）連携が十分に図られているかどうか ⅱ）連携が不足している点

①　構成市町村

②　都道府県

③　国保連合会

④　保健医療関係団体

⑤　外部有識者

⑥その他  ↓その他の内容を記載

2.データヘルス計画の策定・実施・評価に係る現状及び課題について

Q5. 健康課題の抽出の際に活用した、医療・介護情報に関する主要な情報（データベース、統計情報、

調査結果等）を最大５つまで教えてください。（複数回答）

1 市町村国保のレセプト・健診データ

2 後期高齢者のレセプト・健診データ

3 その他の医療保険者のレセプト・健診データ

4 介護保険のレセプトデータ

5 人口動態にかかるデータ

6 KDB

7 NDB

8 地域包括ケア「見える化」システム

9 都道府県独自のデータベース

10 委託事業者独自のデータベース

11 後期高齢者医療事業状況報告

12 介護保険事業状況報告

13 国民健康・栄養調査等の健康増進にかかる調査結果

14 その他

15 特にない

Q5-1 健康課題の抽出の際、参考にした計画について教えてください。（複数回答）

1 医療費適正化計画

2 医療計画

3 介護保険事業（支援）計画

4 健康増進計画

5 その他の計画

6 特にない

現行計画

⇒①～⑥

で、3ある

いは4を

選択した

場合

現行計画
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Q6. 健康課題の抽出のために実施していることを教えてください。

1 健診データ（質問票を含む）により、性・年齢別受診率や、各種検査項目の有所見率、既往歴、生活習慣を把握

レセプトデータにより、性・年齢別受療率や、医療費が高額な疾患、将来的に医療費が増大すると予想される

疾患等の傾向を把握

3 介護データにより、要支援・介護認定率、介護給付費を把握

4 平均寿命・健康寿命・年齢調整死亡率等の加入者の状況を把握

市町村国保との必要な情報の共有

　※市町村国保が、世代間の疾病構造や医療費等の動向について、後期高齢者との連続した情報として把握することが目的

6 同規模保険者、都道府県平均、全国平均のデータとの比較

7 近隣保険者とのデータの比較

8 市町村別、圏域別などの特性や地域差の把握

9 他の広域連合との情報交換

10 前期計画で設定した目標の達成状況を検証

11 その他

12 特にない

13 分からない

Q7. データヘルス計画の策定・実施におけるデータ分析について、助言を受けられる外部有識者はいますか。（複数回答）

1 都道府県・保健所

2 外部有識者：各地域の大学、研究所等

3 外部有識者：上記以外

4 国保連合会

5 保健事業支援・評価委員会

6 他の広域連合

7 民間事業者

8 その他

Q8. データヘルス計画に位置づけた保健事業の評価について、助言を受けられる外部有識者はいますか。（複数回答）

1 都道府県・保健所

2 学識経験者：各地域の大学等

3 学識経験者：上記以外

4 国保連合会

5 保健事業支援・評価委員会

6 他の広域連合

7 民間事業者

8 その他

Q9. データヘルス計画の策定・実施・評価における、KDBの活用状況について教えてください。（複数回答）

1 当該広域連合全体の現状把握

2 市町村別・日常生活圏域別の比較等による現状把握

3 同規模保険者との比較等による現状把握

4 要介護認定者の疾病等の医療情報の把握

5 保健事業の事業評価（保健事業介入支援管理を活用）

6 保健事業の事業評価（保健事業介入支援管理は未活用）

7 その他

8 KDBは活用していない ⇒Q9-2へ

5

現行計画

現行計画

現行計画

2

現行計画

⇒Q9-1へ
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【Q9で、「1」～「7」を選択した広域連合にお伺いします】
Q9-1 データヘルス計画策定・実施においてKDBを活用している理由について、教えてください。（複数回答）

1 健診・医療・介護の情報を一元的に把握できるため

2 効率的・効果的な保健事業に活用できるため

3 これまでの策定・実施にKDBを活用していたため

4 KDBの他に活用できるデータベースがないため

5 国保連合会の支援が受けられるため

6 国等で活用が勧められているため

7 その他

8 特に理由はない

【Q9で「8 KDBは活用していない」と回答した広域連合にお伺いします】
Q9-2 データヘルス計画策定・実施においてKDBを活用していない／活用しづらい理由について、

教えてください。（複数回答）

1 活用できる人材・ノウハウがないため

2 活用する時間がないため

3 マニュアルを見ても活用することが難しいため

4 他のデータベースを活用しているため　　 　⇒最も活用しているDB

5 データヘルス計画の策定について事業者に委託しているため

6 その他

7 特にない

8 分からない

【すべての広域連合にお伺いします】
Q10. 「一体的実施・ＫＤＢ活用支援ツール」についてお伺いします。

現在までに、貴広域連合あるいは構成市町村における、低栄養等の各事業の対象者数を
把握するために「一体的実施・ＫＤＢ活用支援ツール」を使用したことがありますか。

1 活用したことがある ⇒Q10-1へ

2 活用したことがない ⇒具体的な理由を下欄に記載後、Q11へ

3 活用できない ⇒具体的な理由を下欄に記載後、Q10-2へ

■「2」「3」とお答えの場合：理由を具体的に教えてください。（自由回答）

「3」の例：市町村によってKDBの個人情報保護の設定状況が異なるため 等

【Q10で、「1」を選択した広域連合にお伺いします】
Q10-1 どの項目について使用したか教えてください。（複数回答）

1 低栄養

2 口腔

3 服薬―多剤

4 服薬―睡眠薬

5 ⾝体的フレイル(ロコモ含む)

6 重症化予防―コントロール不良者

7 重症化予防―糖尿病等治療中断者

8 重症化予防―基礎疾患保有＋フレイル

9 重症化予防―腎機能不良未受診者

10 健康状態不明者

【Q10で、「3」を選択した広域連合にお伺いします】
Q10-2 活用希望はありますか。

1 ある

2 ない

3 分からない

現行計画

現行計画

現行計画

4



【すべての広域連合にお伺いします】
Q11. 現行計画では、どのようなレベルで目標と目標値を設定していますか。（複数回答）

1 計画全体の目標と目標値を設定している

2 計画全体の目標はあるが、目標値は設定していない

3 事業単位の目標と目標値を設定している

4 事業単位の目標はあるが、目標値は設定していない

5 その他

6 分からない

【Q11で、「1」～「4」を選択した広域連合にお伺いします】
Q11-1 現行計画策定時、目標値の設定にあたって根拠にした情報やデータはありましたか。（複数回答）

1 国などの目標値を参考に設定した

2 他の広域連合の目標値を参考に設定した

3 既存の事業実績の推移を基に設定した

4 最終的な目標値から逆算して設定した

5 その他　（ ）

6 分からない

【すべての広域連合にお伺いします】
Q12. 現行計画の最終評価では、どのような視点で評価を実施する予定ですか。（複数回答）

1 ストラクチャー/プロセス/アウトプット/アウトカムの4つの視点

2 達成/未達成の要因

3 改善すべき事項

4 今後の取組の方向性

5 その他

6 未定

Q13. 現行計画の評価をするうえでの課題をお答えください。（複数回答）

1 現行計画で目標値を設定していない

2 現行計画で設定した指標・目標が評価しづらい

3 評価方法が分からない

4 評価結果の妥当性を担保する仕組みがない

5 評価後の計画および保健事業の見直し方が分からない

6 新型コロナウイルス感染症拡大が与えた影響を踏まえた評価方法が分からない

7 その他

8 特にない

現行計画

計画全体

の目標値

事業単位

の目標値

現行計画

Q11-1へ

現行計画

現行計画
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Q14. 現行計画に記載している保健事業について、優先順位を付ける際に考慮した点を教えてください。（複数回答）

※優先順位づけの内容をデータヘルス計画上で明記していない場合も含めてお答えください

1 保健事業対象者の規模

2 健康課題の重大性

3 保健事業の効果

4 費用対効果

5 その他

6 特に優先順位はつけていない

7 分からない

～選択肢の説明～

■優先順位を付ける際に考慮した点を具体的に教えてください。（自由回答）

Q15. 次期データヘルス計画の策定にあたり、保健事業の優先順位をつけるうえでの課題はありますか。

1 ある

2 ない

3 分からない

■「1」とお答えの場合：具体的に教えてください。（自由回答）

Q16. 次期データヘルス計画の策定にあたり、特に強化したい保健事業があれば教えてください。（自由回答）

例：歯科健康診査事業、二次骨折予防事業 等

Q17. 次期データヘルス計画の策定にあたり、地域資源の把握・質的情報の分析を行う予定はありますか。
※地域資源：住民組織、民間企業、専門職団体等
※質的情報：日頃の保健活動における住民の声、地域の状況について課題と感じていることや思いについて、
　　数値では把握できないもの

1 実施する（予定含む）

2 実施しない（予定含む）

3 未定

■「1」とお答えの場合：分析・把握する内容を具体的に教えてください。（自由回答）

■「2」とお答えの場合：実施しない理由を具体的に教えてください。（自由回答）

次期計画

次期計画

次期計画

現行計画

1.対象者の規模

地域における対象者の人
数、構成市町村数など。
規模が大きい場合や、規
模は小さいが、保健事業
により全体への波及効果
が期待できる場合に優先
度が上がる

2.課題の重大性 3.保健事業の効果 ４.費用対効果

優先順位づけの観点

課題の影響力や緊急性。
影響が大きい課題や緊急
性が高い課題。地域の医
療資源に負担をかける場
合などに優先度が上がる

保健事業で改善が見込め
るかどうか、効果が見込
めるかどうか。
例：調剤医療費の課題は、
後発医薬品の普及などの
保健事業で対策が可能、
など

保健事業に投入したコス
ト（費用）に対し、どの
くらいの効果を得られる
のか。
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Q18. 次期データヘルス計画の策定に向けた現状把握（低栄養等、各事業の対象者数の把握）のために、
「一体的実施・KDB活用支援ツール」を活用する予定はありますか。

1 活用する予定である ⇒Q18-1へ

2 活用する予定はない ⇒具体的な理由を下欄に記載後、Q19へ

3 活用できない ⇒具体的な理由を下欄に記載後、Q18-2へ

4 未定

■「2」「3」とお答えの場合：理由を具体的に教えてください。（自由回答）

「3」の例：市町村によってKDBの個人情報保護の設定状況が異なるため 等

【Q18で、「1」を選択した広域連合にお伺いします】
Q18-1 具体的な活用内容を教えてください。（複数回答）

1 低栄養

2 口腔

3 服薬―多剤

4 服薬―睡眠薬

5 ⾝体的フレイル(ロコモ含む)

6 重症化予防―コントロール不良者

7 重症化予防―糖尿病等治療中断者

8 重症化予防―基礎疾患保有＋フレイル

9 重症化予防―腎機能不良未受診者

10 健康状態不明者

【Q18で、「3」を選択した広域連合にお伺いします】
Q18-2 活用希望はありますか。

1 ある

2 ない

3 分からない

【すべての広域連合にお伺いします】
Q19. 次期計画で整合性を図る予定の”他の法定計画等”を教えてください。（該当する計画に○）

また、整合性を図ることで、データヘルス計画の記載事項で見直し（追加も含む）を想定していることがあれば、

具体的に教えてください。（自由回答）

1 医療費適正化計画　↓具体的に

2 医療計画　↓具体的に

3 介護保険事業（支援）計画　↓具体的に

4 健康増進計画　↓具体的に

5 その他の計画　↓具体的に

次期計画

次期計画

次期計画

次期計画
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Q20. 地域包括ケアに関する取組として、次期データヘルス計画に記載予定の内容を教えてください。（複数回答）

1 地域のネットワークへの参画

2 KDB等を活用した被保険者の抽出

3 情報共有の仕組みづくり

4 住民主体の地域活動の支援

5 市町村国保と連携した事業

6 介護保険部門と連携した事業

7 地域包括ケアに係る事業等の評価

8 その他

9 特にない

10 未定

■地域包括ケアに関する取組について、課題があれば具体的に教えてください。（自由回答）

Q21. データヘルス計画の策定によって見込まれる変化について、お答えください。（複数回答）

1 データに基づき、事業対象者を設定できるようになる

2 データに基づき、事業内容を設定できるようになる

3 データに基づき、事業の優先順位付けを検討できるようになる

4 データに基づいた事業評価ができるようになる

5 第三者の視点を盛り込んだ計画策定ができるようになる

6 構成市町村とのより緊密な関係を構築できるようになる

7 国保連合会とのより緊密な関係を構築できるようになる

8 事業に関する進捗管理を明確化できるようになる

9 PDCAサイクルを意識した事業を実施できるようになる

10 医療費適正化の意識を事業担当者（委託先を含む）で共有できるようになる

11 健康づくりが目的であることを明確化できるようになる

12 その他

13 特にない

14 分からない

Q22. 次期データヘルス計画を策定するうえで、支援してほしい内容を教えてください。（複数回答）

1 データ分析方法

2 質的情報の分析方法

3 分析に必要なデータの提供

4 アウトプット指標及び目標値の設定

5 アウトカム指標及び目標値の設定

6 事業の優先順位付けの方法

7 評価方法

8 保健事業の委託先である構成市町村との連携の促進

9 医師会・医療機関等との連携の促進

10 その他

11 特にない

Q23. 次期データヘルス計画の策定のために、広域連合の担当職員にはどのようなスキルが必要だと考えますか。（複数回答）

1 データ分析

2 健康課題の抽出

3 保健事業の企画

4 指標・目標の設定

5 保健事業や計画の評価

6 疾病等の専門知識

7 地域包括ケア等の関連制度の理解

8 その他

9 特にない

10 分からない

次期計画

次期計画
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3.データヘルス計画　策定の手引きについて

Q24. データヘルス計画の標準化を進めてほしいと思いますか。

※標準化：計画様式、評価指標（目標値も含む）、保健事業の方法・体制について一定の規格・基準を定めること

1 標準化を進めてほしい

2 標準化を進めてほしくない

3 分からない

■上記の回答とした理由を教えてください。（自由回答）

【Q24で、「1」を選択した広域連合にお伺いします】
Q24-1 データヘルス計画において、標準化してほしい内容があればお答えください。（複数回答）

1 計画様式

2 データ分析項目

3 保健事業の方法・体制

4 保健事業の種類・内容

5 健康課題の抽出のプロセス

6 評価指標

7 評価時期

8 評価方法

9 その他

【すべての広域連合にお伺いします】
Q25. 『保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の手引き』（平成29年９月８日改正）のなかで、

「２．計画に記載すべき事項」で見直し（例示の追加も含む）を図ってほしい事項があるか教えてください。

見直しを図ってほしい事項がある場合には、見直しを図ってほしい事項とその具体的な内容を記載してください。

1 ある ⇒見直しを図ってほしい事項（下段の1～6）を選択し、具体的な内容を記載してください

2 ない

3 手引きを読んでいない

1 現状の整理　↓具体的に

2 健康・医療情報等の分析・分析結果に基づく健康課題の抽出　↓具体的に

3 目標　↓具体的に

4 保健事業の内容　↓具体的に

5 計画の評価・見直し　↓具体的に

6 その他　↓具体的に

以上で、調査は終了です。ご協力いただき、ありがとうございました。

回答漏れなどがないかご確認のうえ、下記までご提出をお願いします。
　※入力漏れ等がある場合には、印刷範囲外のAK列にその旨が表示されますので、ご参照ください。

回答期限： 2022年９月16日（金）17時

提 出 先 ： fukushi_iryou108@jmar.co.jp
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